
　
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

地
域
を
代
表
す
る
町
内
会
・
自
治
会

正
副
会
長
、
防
災
・
安
心
地
域
委
員

会
役
員
と
、
市
の
三
役
、
職
員
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
、
地
域
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
５
回
目

と
な
る
懇
談
会
は
、
昨
年
10
月
23
日

か
ら
11
月
１
日
ま
で
の
間
、
市
内
６

地
区
（
東
秋
留
、
西
秋
留
、
多
西
、

増
戸
、
五
日
市
、
戸
倉
・
小
宮
の
各

地
区
）
で
実
施
し
、
２
０
０
人
の
方

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
テ
ー
マ
を
「
地
域
の

課
題
」
と
し
、
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
や
橋
り
ょ
う
の
整
備
な
ど
、
地

域
で
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
意
見
や
質
問
、
市
か
ら
の
回
答

を
要
約
し
て
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問
　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
状
況
に

　
よ
り
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
す
る

　
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ

　
き
る
野
市
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

　
は
万
全
な
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
災
害
が
発
生
し
た
際
の
情
報
伝

　
達
手
段
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一

　
に
防
災
行
政
無
線
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
安
心
メ
ー
ル
や
緊
急

　
速
報
メ
ー
ル
、
防
災
行
政
無
線
が

　
聞
こ
え
な
い
場
合
の
確
認
ダ
イ
ヤ

　
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無

　
線
機
を
配
備
し
て
い
る
消
防
団
に

　
情
報
を
伝
達
し
、
各
地
域
に
知
ら

　
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
も
あ

　
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
内
会
・
自
治

　
会
連
合
会
で
は
無
線
機
を
個
別
に

　
購
入
し
て
お
り
、
各
町
内
会
・
自

　
治
会
で
緊
急
の
連
絡
を
す
る
際
に

　
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情

　
報
伝
達
手
段
を
活
用
し
、
避
難
す

　
る
地
域
と
避
難
先
を
定
め
て
避
難

　
勧
告
な
ど
を
発
令
し
ま
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
交
付
金

　
は
、
新
た
な
事
業
を
対
象
に
し
て

　
い
ま
す
が
、
継
続
事
業
に
つ
い
て

　
も
対
象
に
し
て
も
ら
え
な
い
で
し

　
ょ
う
か
。

答
　
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
交

　
付
金
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
・
自

　
治
会
な
ど
に
よ
る
新
た
な
事
業
の

　
取
組
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、

　
今
後
、
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会

　
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ
り

　
良
い
制
度
に
し
て
い
き
た
い
と
考

　
え
て
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
交
付
金
（
平

　
成
25
年
度
創
設
）
…
市
民
参
加
に

　
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

　
に
推
進
し
、
地
域
力
の
向
上
を
図

　
る
こ
と
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

　
い
る
町
内
会
・
自
治
会
を
ま
ち
づ

　
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置

　
付
け
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

　
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
、
地
域

　
の
公
共
・
公
益
的
な
課
題
解
決
の

　
た
め
の
自
主
的
・
自
発
的
な
新
規

　
事
業
に
対
し
て
必
要
な
費
用
を
支

　
援
す
る
制
度

問
　
塗
装
が
劣
化
し
て
い
る
橋
り
ょ

　
う
を
整
備
し
て
も
ら
え
な
い
で
し

　
ょ
う
か
。

答
　
昨
年
、
市
で
は
市
内
に
あ
る
15

　
　
以
上
の
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
点

　
検
を
行
い
、
現
在
は
５
　
以
上
の

　
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
点
検
を
し
て

　
い
ま
す
。
今
年
度
、
こ
の
調
査
結

　
果
に
基
づ
き
計
画
策
定
を
進
め
て

　
い
ま
す
。
今
後
、
優
先
順
位
の
高

　
い
橋
り
ょ
う
か
ら
整
備
を
進
め
て

　
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
平
成
25
年
６
月
の
新
聞
に
、
あ

　
き
る
野
市
は
約
８
千
基
の
街
路
灯

　
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
い
う
記
事
が

　
あ
り
ま
し
た
が
、
計
画
は
ど
の
よ

　
う
に
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
市
で
は
環
境
省
所
管
の
補
助
事

　
業
を
活
用
し
て
、
市
内
に
あ
る
約

　
８
５
０
０
基
の
街
路
灯
の
う
ち
約

　
７
７
０
０
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
計

　
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
ど

　
こ
の
場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
蛍
光

　
灯
や
水
銀
灯
が
あ
る
の
か
を
調
査

　
し
て
お
り
、
平
成
26
年
３
月
末
ま

　
で
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し
た
い
と
考
え

　
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
こ
と

　
で
、
電
気
代
は
低
減
し
、
寿
命
が

　
約
15
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

　
す
。

問
　
市
で
は
、
木
造
の
市
営
住
宅
を

　
統
合
し
、
草
花
小
学
校
の
西
側
に

　
建
て
替
え
る
計
画
が
あ
る
と
聞
い

　
て
い
ま
す
。
市
営
住
宅
の
跡
地
に

　
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
売
却
す
る

　
と
の
こ
と
で
す
が
、
地
域
の
要
望

　
を
聞
い
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う

　
か
。

答
　
現
在
、
木
造
の
市
営
住
宅
は
市

　
内
に
９
団
地
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

　
９
団
地
を
統
合
し
て
草
花
小
学
校

　
の
西
側
に
99
世
帯
が
入
居
で
き
る

　
団
地
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
こ

　
れ
ら
９
団
地
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

　
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
基

　
本
的
に
は
売
却
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
今
後
跡

　
地
利
用
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

　
公
共
的
活
用
の
必
要
性
を
視
野
に

　
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
平
成

　
25
年
度
中
に
は
方
向
性
を
見
い
だ

　
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
通
学
区
域
と
指
定
学
校
変
更
制

　
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
詳
し
く
説

　
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
指
定
学
校
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

　
健
康
・
安
全
配
慮
な
ど
10
項
目
の

　
理
由
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
よ
う
要
綱
で
定
め
て
い
ま
し
た
が
、

　
平
成
26
年
度
か
ら
学
校
と
地
域
の

　
連
携
や
通
学
距
離
が
長
く
な
る
こ

　
と
に
伴
う
安
全
確
保
の
問
題
な
ど

　
か
ら
、
指
定
学
校
変
更
制
度
に
つ

　
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
具
体

　
的
に
は
、
隣
接
通
学
区
域
を
理
由

　
と
し
た
指
定
学
校
変
更
は
、
本
来

　
通
学
す
べ
き
学
校
よ
り
も
通
学
距

　
離
が
短
い
場
合
の
み
可
能
と
な
り

　
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
９
項
目
の
理
由

　
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
地
域

　
の
実
態
に
即
し
た
小
中
一
貫
教
育

　
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
通
学

　
区
域
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
具

　
体
的
に
は
、
東
秋
留
小
学
校
の
学

　
区
域
は
、
秋
多
中
学
校
と
東
中
学

　
校
の
学
区
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た

　
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
す
べ

　
て
東
中
学
校
の
学
区
と
な
り
ま
す
。

問
　
市
で
は
、
防
災
・
安
心
地
域
委

　
員
会
と
連
携
す
る
な
ど
し
、
高
齢

　
者
の
見
守
り
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
が
、
具
体
的
な
成
果
を
聞
き
た
い
。

答
　
市
で
は
、
防
災
・
安
心
地
域
委

　
員
会
に
よ
る
見
守
り
の
ほ
か
、
新

　
聞
配
達
や
乳
酸
菌
飲
料
配
達
な
ど

　
に
よ
る
見
守
り
を
実
施
し
て
い
ま

　
す
。
利
用
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

　
方
々
か
ら
は
、
と
て
も
心
強
い
と

　
い
っ
た
お
話
を
い
た
だ
い
て
お

　
り
、
大
い
に
成
果
が
上
が
っ
て
い

　
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
高

　
齢
者
の
見
守
り
を
し
っ
か
り
行
っ

　
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
企
画
政
策
課

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
13
年
度
か
ら
市
の

施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
度
で
第
二
次
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
が
終
了
し

た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
地
球
温
暖

化
対
策
を
進
め
る
た
め
、
第
三
次
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

▽
計
画
期
間
　
平
成
25
年
度
か
ら
32

　
年
度
ま
で
の
８
年
間

▽
対
象
　
市
の
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

　
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭

　
素
）

▽
計
画
目
標
　
平
成
32
年
度
に
お
け

　
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
４
４

　
８
０
　
以
下
に
し
ま
す
。

※
東
日
本
大
震
災
後
、
原
子
力
発
電

　
に
代
わ
り
火
力
発
電
が
増
加
し
た

　
こ
と
な
ど
か
ら
、
電
気
の
使
用
量

　
は
同
じ
で
も
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

　
出
量
が
増
加
す
る
状
況
に
な
り
ま

　
し
た
。
そ
こ
で
、
第
三
次
計
画
で

　
は
、
再
算
定
し
た
実
績
値
で
あ
る

　
平
成
24
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

　
出
量
な
ど
か
ら
基
準
排
出
量
を
４

　
９
３
５
　
と
定
め
、
各
種
の
取
組

　
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　
を
震
災
前
の
水
準
の
４
４
８
０
　

　
以
下
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▽
削
減
目
標
　
４
５
５
　
（
基
準
排

　
出
量
か
ら
９
・
22
　
の
削
減
）

▽
そ
の
他
　
第
三
次
計
画
の
詳
細
は
、

　
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
４

　
階
）
、
中
央
図
書
館
、
五
日
市
図

　
書
館
、
東
部
図
書
館
エ
ル
で
ご
覧

　
い
た
だ
け
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

　
係

▽
平
成
24
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

　
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
　
平
成

　
24
年
度
に
お
け
る
市
が
管
理
す
る

　
施
設
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

　
量
を
集
計
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

　
度
の
排
出
量
は
、
前
年
度
と
比
較

　
し
て
2.8
　
（
１
１
７
　
）
増
加
し

　
ま
し
た
。
排
出
量
の
増
加
要
因
と

　
し
て
は
、
前
年
度
に
東
日
本
大
震

　
災
な
ど
の
影
響
に
よ
り
実
施
し
た

　
徹
底
し
た
節
電
や
計
画
停
電
の
影

　
響
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

　
れ
ま
す
。

▽
第
二
次
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実

　
行
計
画
の
結
果
に
つ
い
て
　
第
二

　
次
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行

　
計
画
の
削
減
目
標
は
、
平
成
23
年

　
度
と
平
成
24
年
度
の
平
均
排
出
量

　
（
二
酸
化
炭
素
）
を
基
準
排
出
量

　
か
ら
６
　
削
減
す
る
も
の
で
、
目

　
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　
た
。

▽
計
画
書
の
閲
覧
な
ど
　
地
球
温
暖

　
化
防
止
対
策
実
行
計
画
と
平
成
24

　
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
等
集

　
計
結
果
報
告
書
は
、
情
報
公
開
コ

　
ー
ナ
ー
（
市
役
所
４
階
）
、
中
央

　
図
書
館
、
五
日
市
図
書
館
、
東
部

　
図
書
館
エ
ル
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

　
係

第
三
次
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

災
害
時
の

情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　
　
　
　
　
交
付
金
に
つ
い
て

橋
り
ょ
う
の
整
備
に
つ
い
て

街
路
灯
・
防
犯
灯
に
つ
い
て

市
営
住
宅
跡
地
に
つ
い
て

通
学
区
域
と
指
定
学
校

変
更
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

ト　
ン

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

ト　
ン

ト　
ン

ト　
ン

ト　
ン

パ
ー
セ
ン
ト

表１　市の施設から出る温室効果ガス排出量の推移

年度（平成）

基準排出量（トン）

目標排出量（トン）

平成23年度と
平成24年度の
平均排出量（トン）

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

5,020

4,835

4,533

4,706

4,184

4,301

5,316�

4,997�

�

4,243

排出量（トン）

表２　第二次地球温暖化防止対策実行計画の結果

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル


